
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

食
文
化
を
後
世
に
つ
な
ぐ
こ
と 

長
野
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長 

 
 

兼
長
野
地
域
振
興
局
農
政
課
長 

 
 

森 

山 

隆 

弘 

 

「
和
食
と
日
本
の
食
文
化
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
五
年
ほ
ど
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
で
は
世
界
中
で
「
寿
司
」
が
食
さ
れ
る
な

ど
、
国
境
を
越
え
て
和
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
日
本
人
と
し
て

誇
ら
し
く
思
う
と
同
時
に
、「
和
食
」
と
と
も
に
登

録
さ
れ
た
は
ず
の
“
日
本
の
食
文
化
”
が
な
お
ざ
り

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
風
に
も

感
じ
て
い
ま
す
。 

日
本
の
食
文
化
は
「
稲
作
」
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
日
本
に
稲
作
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
弥
生

時
代
。
豊
作
を
祈
願
す
る
対
象
と
し
て
神
々
が
生

ま
れ
、
様
々
な
祭
事
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
命
を
つ
な
ぐ
米
（
食
）
を
大

切
に
思
う
心
や
感
謝
が
、
様
々
な
風
習
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
数
十
年
前
ま
で
は
。 

第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
と
な
っ
た
日
本
に

は
欧
米
の
食
文
化
が
怒
涛
の
よ
う
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。
学
校
給
食
に
パ
ン
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
洋

食
を
食
す
る
機
会
が
増
え
、
そ
れ
と
と
も
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
食
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
減
少
し
て

い
ま
す
。 

現
在
、
様
々
な
視
点
か
ら
食
育
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
途
切
れ
て
し
ま
い

そ
う
な
日
本
の
食
文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
取

組
も
、
大
事
な
食
育
活
動
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
農
業
・
農
政
に
携
わ
る
立
場
と
し
て
引
き
続

き
、
こ
う
し
た
分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
農
村
女
性

等
の
皆
様
を
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

※長野地域の「食育だより」です。今回は、皆様方の食育の取組み、長野県食育推進計画（第3次）関連の記事を掲載しています。 
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信州の食でつながる、人づくり・地域づくり 
～長野県食育推進計画（第３次）がスタートしました～ 

１ 若い世代への食育 
・子どもや親、食育に関心が低い若い世代に対する働きかけ

を行う。 

・家族や友人などと一緒に食事をすることにより、食事の楽

しさを知る。 

・幼児期から生活習慣を整え、正しい食生活を実践する。 

・子どもたちが食事を調えられるような知識やスキルを身に

付ける。  

 

２ 世界一の健康長寿を目指す食育 
・適正体重を維持する等、一人ひとりが生活習慣病予防に努

める。 

・高齢期は低栄養予防に努めるなど、自分の年齢や身体の状

況に合った食事を知り、実践を行っていく。 

・よく噛んで食べる。 

 

 

３ 食の循環と地域の食を意識した食育 
・生産から消費、廃棄に至るまでの「食」の循環を意識した

食育を推進する。 

・食に関する様々な体験活動を通して、地域の食文化に関心

を持つ。 

・信州農畜産物を利用するなど郷土への理解を深める。 

・食物を大切にし、食品ロスの削減に取組む。 

・食品の情報に関する適切な知識を持つ。 

 

４ 信州の食を育む環境づくり 
・食育に関心を持つ。 

・様々な機会を通じて食育を体験し、実践できる環境を整え

る。 

・県や市町村が中心となり、関係機関・団体等と連携し、子

どもから高齢者まで途切れることなく食育が実践できる体

制づくりを進める。 
 

この計画は、県民の皆様が生涯にわたり健全な食生活を営み、豊かな人間

性を育むために、長野県の食育の「目指すべき姿」を明らかにするとともに、

県民、関係機関、団体、県の役割を明確にしたものです。平成 30 年度を初年

度とした５年間の計画となっています。計画は次の４つのポイントで構成さ

れています。 

今後とも、食育の推進につきまして、皆様の参画をお願いします。 

長野県食育推進計画（第３次）の詳細は、長野県のホームページを御覧ください。 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kenko-choju/kenko/kenko/kenko/shokuji/suishin.html 
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「
あ
ん
ず
カ
フ
ェ
」
を
行
っ
て 

千
曲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会 

 
 

若
林 

直
美 

 

一
年
半
前
、
地
元
の
社
会
福
祉
協
議 

会
か
ら
「
こ
ど
も
食
堂
」
の
食
事
係
を 

委
託
さ
れ
『
あ
ん
ず
カ
フ
ェ
』
と
名
付 

け
ら
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
さ
ん
方
を 

中
心
に
、
昨
年
は
年
間
四
十
七
回
（
水 

・
土
曜
）
に
行
い
ま
し
た
。
一
回
平
均 

十
八
人
ぐ
ら
い
の
参
加
で
す
。 

こ
の
冬
『
あ
ん
ず
カ
フ
ェ
』
始
ま
っ 

て
以
来
、
初
の
中
止
が
一
回
だ
け
あ 

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
イ
ン
フ 

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
す
。
学
校
全
体 

や
学
年
閉
鎖
ま
で
の
大
ご
と
に
は
な 

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
学
級
閉
鎖
、 

給
食
下
校
（
給
食
を
済
ま
せ
帰
宅
す 

る
処
置
の
こ
と
）
が
出
始
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
仕
事
復
帰
の
時
期
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
我
々

は
大
事
を
取
り
、
勇
気
あ
る
中
止
」
と
決
断
し
た
次
第
で
す
。
子

ど
も
達
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
速
や
か
に
連
絡
を
取
り
合
う
連
携
プ

レ
ー
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
穏
に
『
あ
ん
ず
カ
フ
ェ
』
は
問
題
な
く
続
い

て
お
り
ま
す
。 

『
あ
ん
ず
カ
フ
ェ
』
の
内
容
は
、
午
後
五
時
に
開
錠
。
五
時
半

か
ら
六
時
半
の
間
は
勉
強
。
六
時
半
か
ら
七
時
ま
で
は
全
員
で
調

理
室
に
集
ま
り
楽
し
く
お
食
事
。
そ
の
後
、
施
錠
と
な
る
八
時
ま

で
自
由
時
間
。
体
を
動
か
す
子
、
勉
強
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
く
子
、
各
々
有
意
義
に
過
ご
し
ま
す
。 

元
気
は
つ
ら
つ
な
子
ど
も
達
に
混
じ
り
、
私
達
、
ス
タ
ッ
フ
も

若
返
ら
せ
て
も
ら
い
、
楽
し
く
取
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 私

達
、
千
曲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、
地
域
に
密
着
し
、

お
役
に
立
て
る
活
動
を
！
と
常
に
心
が
け
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。 

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
に
夢
乗
せ
て 

風
の
会
（
小
布
施
町
）

 
 

小
林 

つ
や
子 

 風
の
会
は
農
家
の
女
性
六
名
で
、 

平
成
八
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
私
た 

ち
の
夢
は
、「
楽
し
い
農
業
を
し
な
が 

ら
輝
い
て
生
き
て
い
く
こ
と
」
で
す
。 

主
な
活
動
内
容
は
、
①
カ
ン
ト
リ
ー 

ウ
ォ
ー
ク
、
②
食
文
化
・
伝
統
文
化 

の
伝
承
、
③
遊
休
農
地
を
利
用
し
た 

玉
ね
ぎ
・
大
豆
の
栽
培
と
学
校
給
食 

へ
の
提
供
で
す
。 

平
成
十
三
年
四
月
二
十
九
日
に
春 

う
ら
ら
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を 

開
催
。
農
業
を
元
気
に
し
た
い
、
私 

 

た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
て
も 

ら
お
う
と
始
め
た
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー 

ク
（
田
舎
歩
き
）
も
今
年
で
十
九
年 

目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
に
、
無
農
薬
の
野
菜
を
子
ど
も
た
ち
に
届
け

た
い
と
玉
ね
ぎ
を
栽
培
し
て
給
食
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
、
命
の
勉
強

に
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
青
豆
を
栽
培
し
て
味
噌
に
仕
込
ん
で
、

手
前
味
噌
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

ト
ン
汁
に
つ
か
う
味
噌
は
風
の
会
特
製
味
噌
。
春
先
の
キ
ュ
ウ
リ

に
つ
け
た
ら
絶
品
で
す
。
伝
統
食
の
や
し
ょ
う
ま
を
作
っ
た
り
、
畑
で

リ
ン
ゴ
の
花
を
摘
ん
で
て
ん
ぷ
ら
に
し
た
り
、
ア
ス
パ
ラ
を
収
穫
し

て
焼
き
ア
ス
パ
ラ
に
し
た
り
。
り
ん
ご
、
大
根
、
玉
ね
ぎ
、
じ
ゃ
が
い

も
、
野
沢
菜
、
個
々
に
持
ち
寄
っ
た
野
菜
や
果
物
の
多
い
こ
と
。
タ
ン

ポ
ポ
コ
ー
ヒ
ー
、
薬
膳
カ
レ
ー
、
玉
ね
ぎ
の
フ
ラ
イ
、
赤
飯
、
青
豆
ご

は
ん
等
会
員
が
栽
培
し
た
新
鮮
な
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、
知

恵
と
手
間
を
か
け
た
手
作
り
の
昼
食
は
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
一

番
人
気
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
毎
回
参
加
し
て
写
真
を
デ
ー
タ
で
送
っ
て
く
れ
る
人
、
遠
く

は
宮
崎
・
大
阪
・
東
京
方
面
か
ら
の
お
客
さ
ん
、
自
発
的
に
手
伝
う
人
、

知
恵
を
出
し
、
時
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
く
れ
る
人
。
私
た
ち
は
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
大
勢
の
応
援
隊
・
お
勝
手
隊
に
助
け
ら
れ
て

今
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
か
も
、
参
加
者
の
人
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
な
が
ら
、
共
に
響
き
あ
っ
て
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

県
短
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信 

長
野
県
短
期
大
学 

生
活
科
学
科 

健
康
栄
養
専
攻 

講
師 

 

吉
岡 

由
美 

 

長
野
県
短
期
大
学
生
活
科
学
科
健
康
栄
養
専
攻
、
栄
養
管
理
学
ゼ

ミ
は
、
平
成
二
十
四
年
よ
り
働
き
盛
り
世
代
を
対
象
と
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。 

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
六
十
八
年
前
の
昭
和
二
十
六
年
に
本
学
は
栄
養

士
養
成
施
設
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
毎
年
、
栄
養
士

を
排
出
し
、
栄
養
士
や
管
理
栄
養
士
と
し
て
保
健
福
祉
事
務
所
（
保
健

所
）
や
病
院
、
高
齢
者
施
設
、
学
校
、
保
育
園
、
事
業
所
な
ど
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
、
そ
の
中
で
特
に
栄
養
教
育
が
届
き
に
く
い

働
き
盛
り
世
代
へ
健
康
づ
く
り
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
お
こ
な
う
な
ど
食
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
七
年
間
に
わ
た
り
、
ゼ
ミ
生
考
案
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
続

け
て
く
れ
て
い
る
県
庁
食
堂
「
し
し
と
う
」
で
実
施
し
た
献
立
を
中
心

に
「
県
短
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

働
き
盛
り
世
代
の
た
め
の
メ

ニ
ュ
ー
集
」
を
作
り
ま
し
た
。
四
季
の
献
立
、
長
野
地
域
で
生
産
さ
れ

て
い
る
果
物
を
使
っ
た
献
立
な
ど
、「
適
量
」、「
減
塩
」
、「
脂
肪
を
取

り
過
ぎ
な
い
」、「
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る
」
を
意
識
し
た
主
菜
と
副

菜
を
組
み
合
わ
せ
た
定
食
メ
ニ
ュ
ー
、
そ
の
数
七
〇
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
本
専
攻
は
こ
の
三
月
に
長
い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
取
り
組
み 

は
、「
し
し
と
う
」
に
引
き
継
が 

れ
、
さ
ら
に
、
今
年
度
、
開
学
し 

た
長
野
県
立
大
学
食
健
康
学
科
の 

管
理
栄
養
士
を
目
指
す 

学
生
た
ち
に
も
引
き
継 

が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま 

す
。 多

く
の
方
々
の
協 

力
に
よ
り
、
所
期
の 

目
的
を
達
成
で
き
ま 

し
た
こ
と
に
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。 

↑カントリーウォークでの
一コマ 
り ん ご の 花 の 下 で の
ファッションショー 

レシピ集から 
レシピ集は、全 144 ページで、
全て自分達で編集を行ってい
ます 

↓みんなで一緒に食事 

↓人気の手作りの昼食 
トン汁のみそは自家製 

↑調理の様子 

長野地域「食育だより」                                           第５号 

 


